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酒粕抽出液のチロシナーゼ活性阻害効果
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Abstract
As anti-aging continues to gain worldwide attention, many people are becoming increasingly interested in beauty treat-

ments that maintain beautiful skin free of discoloration and freckles by inhibiting melanogenesis. Sake lees, the lees result-
ing from sake production, have conventionally been used as a food product but may also have promise as an ingredient for 
cosmetics. To explore this potential, in this experiment, we investigated the tyrosinase inhibiting effects of sake lees extract.

Dried sake lees powder solutions were extracted using 20, 60, and 100°C distilled water and 20, 40, 60, 80, and 100% 
ethanol. The tyrosinase inhibiting effects of each extract were examined using tyrosinase from mushroom and 3,4-dihydroxy-
L-phenylalanine substrate. The results confirmed that the 60°C water extract (stock solution and 100 times dilution of stock 
solution) and 60% ethanol extract (stock solution and 100 or 1000 times dilution of stock solution) significantly inhibited ty-
rosinase activity. These extracts are concluded to contain multiple tyrosinase-inhibiting ingredients. Sake lees extract is thus 
a promising ingredient for use in skin-whitening cosmetics.
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1. 緒 言

酒粕は酒醸造における副産物であり，米，麹，酵母に
由来するタンパク質，食物繊維，アミノ酸類，ビタミン
類が豊富に含まれており，栄養学的にも優れた食品の一
つである。また，酒粕には食物繊維様の生理活性を示す
レジスタントプロテインも含まれており，マウス実験で
の肥満抑制作用，便秘改善作用が認められている 1）。酒
粕中の遊離アミノ酸やペプチドには，血圧低下作用 2），
体温上昇効果 3），抗ストレス作用や持久力向上効果 4）な
どさまざまな機能性が認められている。
酒粕はこれまで食品素材として利用されていたが，近
年，酒粕抽出液や酒粕再発酵物を配合した化粧品などが
提案され，その美容効果が注目されている。酒粕の美容
効果については，マウス試験において酒粕に含まれるα-
グルコシルグリセロール（以下αGG）の皮膚塗布により
皮膚 IGF-Iの産生が増加しコラーゲン濃度が増加 5），ま
たヒト介入試験においてαGGを含む化粧水の塗布によ
り肌の弾力性が有意に増加したこと 6），また酒粕に含ま
れるスフィンゴ脂質の肌状態改善などが報告され 7），酒

粕による肌改善効果が期待されている。
一方，表皮中のメラニン色素は，チロシンやドーパを
基質として酸化酵素であるチロシナーゼにより生成さ
れ，表皮細胞間に蓄積し，シミやソバカスの原因となる
ことが知られている。このチロシナーゼの活性を阻害す
ることで，メラニン生成を抑制し，シミ防止，美白の維
持が期待できる。発酵食品に含まれるチロシナーゼ活
性阻害成分は味噌や醤油などに含まれているコウジ酸
や 8），また味噌中の遊離リノール酸が報告されており 9），
酒粕にも美白効果を有する成分が含まれている可能性が
示唆されているが，それに関する研究報告は多くない。
よって，本研究では酒粕の美白効果に焦点を絞り，酒
粕から異なる条件で抽出液を作成し，各抽出液のチロシ
ナーゼ活性阻害効果について調べ，酒粕抽出液の美白効
果について検証することを目的とした。

2. 実 験

2–1. 材料
日本盛株式会社から乾燥酒粕粉末を分与いただいた。
乾燥酒粕粉末とは，酒粕を予備凍結させ，凍結乾燥機
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